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『特別栽培』
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特別栽培農産物とは

農林水産省HP

本マニュアルでは、特別栽培農産物の栽培方法を「特別栽培」と表記し、「特栽」と省略することがあります。

「土づくりの流れ」

化学肥料由来の窒素50％低減課題
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A2.

「有機質肥料と化学
    肥料との違い」

「施肥管理」
別冊「作物編」

「病害虫を発生させない
   環境づくり」

節減対象農薬の使用回数50％低減
使用回数を減らすと病害虫
被害が増えてしまうのでは…

課題 2

「入れない」

「病害虫を増やさない」

「病気を増やさない」

農薬散布しても
害虫被害が減らない。

病気は発生する時期が
決まっているので、減らす
のが難しい…。
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①土づくり

②病害虫管理

化学肥料（窒素）を単純に
減らしたら収量が減って
しまうのでは…

有機質肥料の特性が
わからない。

有機質肥料を活用した
施肥をどのように設計
するのか分からない。
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「土づくり」について

「病害虫管理」について

特栽マニュアルにおける「土づくり」「病害虫管理」の考え方

沖縄県特別栽培農産物認証制度について

沖縄県営農支援課HP

沖縄県特別栽培農産物
認証マーク

沖縄県特別栽培農産物認証制度の

詳細や県慣行レベルについて

認証に係る計画書や申請書につい
ては、各地域の県農業改良機関又
は沖縄県農業協同組合営農振興
センターに提出となります。

『基礎技術編（品目共通）』
「土づくり」「病害虫管理」の２本の柱で、
特別栽培における基礎技術をまとめている。

『別冊 作物編（各品目別）』
品目ごとに「施肥管理」「病害虫管理」
「モデル圃場の事例紹介」等まとめている。

まずは基礎技術をおさえて、

特栽のポイントを理解し、

実践していきましょう！

品目ごとの具体的な施肥内容などを確認し、自分の圃場でやるべきことを組み立てていきましょう！

『基礎技術編（品目共通）』 『別冊 作物編（各品目別）』

Step

特別栽培農産物 栽培マニュアルの使い方

Step

https://www.maff.go.jp/j/jas/jas_kikaku/tokusai_a.html
https://www.pref.okinawa.jp/site/norin/eino/kankyo/okinawatokubetusaibai.html


物理性が土台となり、
生物性・化学性の改善が促進される。
まずは物理性の改善を行いましょう！
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空気と水の
通りがよくなる!

根がしっかり張って
養水分を吸収する!

土
づ
く
り

肥料の効きが良くなる！

根張りが良くなる！

長期間収穫ができる！

収量が安定する！

土壌分析を基に、無駄な肥料を入れないことで収量安定につながる

微生物の働きを活発化させ、土壌改良・有機質肥料の有効活用に繋がる

団粒化が進む 過剰養分蓄積の抑制

空間ができることで、根が伸びやすく、空気が入りやすく、水はけが良くなる

特別栽
培で

目指す
土壌特別栽
培で

目指す
土壌
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Point

土壌生物多様性を確保

土壌病害菌の抑制（密度低下）

生物性改善
排水性改善

土壌硬化防止

物理性改善 Point

養分の適正化

pHの適正化

化学性改善

沖縄
の土
壌に共通する問題点

亜熱帯地域で、高温多湿なので有機物の
分解が早い ➡ 団粒化しにくい

下層土が硬い、緻密。排水性が悪い
➡ 根が伸びにくく、水・空気も入りにくい

周年栽培可能なため、肥料分が
蓄積している圃場が多い
➡ 土壌養分バランスが
崩れてしまい、生育に影響が出る

土壌粒子細かく粘土質 ➡ 硬くなりやすい

化学性生物性 化学性
植物に必要な
栄養など

微生物の
多様性など

生物性

物理性
排水性・通気性・保水性など

土づくりをした結果……

Point
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土色：赤黄色
土質：砂質から粘質まで幅広い
p H：酸性
分布：本島中北部／八重山諸島など

国頭マージ

沖縄の土壌の特性
土　　壌

作土のpH矯正
カルシウム・マグネシウムの
バランスを考えた施肥設計

多量施肥を行わないよう、
追肥中心に施肥管理

排水性の改善／
心土破砕による耕盤層の破壊

有機物の利用

土づくりの進め方

 p.11へ

緑肥利用 p.13へ
有機物投入 p.16へ

pH矯正 p.20へ
ミネラルバランスの調整
（カルシウム・マグネシウム）p.21へ
微量要素欠乏に
配慮した施肥設計 p.21へ

化学性改善
（施肥管理）

生物性改善

物理性改善

沖
縄
の
土
壌
の
特
性

土色：暗赤色
土質：強粘質
p H：中性～弱アルカリ性
分布：本島中南部／宮古地域など

島尻マージ

土色：灰色
土性：強粘質
p H：アルカリ性
分布：本島中南部

ジャーガル

このページでは、各土壌の特徴や
トラブルになりやすい項目を確認し、

必要な土壌改良の対処法を把握しましょう!

土壌改良の方針を
押さえたら、

Pointごとの対処法を
見ていきましょう！

化学性改善

化学性改善

化学性改善

物理性改善

有機物の利用による団粒化
排水性の改善／
心土破砕による耕盤層の破壊

排水性の改善／
心土破砕による耕盤層の破壊

物理性改善

物理性改善

物理性・生物性改善

カルシウム・マグネシウムの
バランスを考えた施肥設計
有機物の利用による
団粒構造の形成

有機物の利用

化学性改善

生物性改善

心土破砕による
耕盤層の破壊

物理性改善

物理性・生物性改善

カルシウム・マグネシウムの
バランスを考えて施肥設計
微量要素欠乏に配慮した
施肥設計

有機物の利用

化学性改善

化学性改善

適量の施肥化学性改善

物理性・生物性改善

＜土壌の構造＞

作土
耕うんによりやわらかいため、

根の大部分がある。

作土よりち密なため
根が入りにくい。

土づくりの方針と対処法特徴と起こりやすいトラブル
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土
づ
く
り 下層土（心土）

Point

Point

Point

心土破砕を用いて

耕盤層を破壊し、

根を深くまで伸ばせる

環境をつくることが重要！



緑肥の鋤き込み
詳細と作業ポイント p.14へ

心土破砕
詳細と作業ポイント p.11へ

緑肥
詳細と作業ポイント p.13へ

施肥設計
施肥設計とポイント p.23へ
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土
づ
く
り

緑肥利用

長期間パターン
（約4か月） 緑肥播種

片づけ、耕うん、土壌診断

4カ月前 3カ月前 2カ月前 1カ月前 定植

元肥施肥、畝たて、
マルチング  

腐熟

腐熟

心土破砕

鋤き込み

土づくりの流れ

物理性改善
目的：排水性改善、土壌硬化防止
方法：心土破砕

目的：土壌生物多様性の確保、
　　 土壌病害菌の抑制
方法：有機物の利用

目的：養分・pHの適正化
方法：土壌分析を基にした適正な施肥設計

化学性改善（施肥管理）生物性改善

緑肥栽培中（約70～100日程度）

次作まで時間のある方向け
毎年１回できると理想的！

有機物投入
詳細と作業ポイント p.16へ
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p.13へ

Point Point Point

次作までの時間に応じた
２パターンの作業イメージを

見ていきましょう！

各パターンの

作業ポイントを該当ページで

確認してね！

前
作
終
了

次
作
ス
タ
ー
ト

土壌診断 読み解き方p.19へ

土壌診断 読み解き方p.19へ

心土破砕
詳細と作業ポイント p.11へ

施肥設計
施肥設計とポイント
 p.23へ

片づけ、
耕うん、土壌診断

1カ月半前

元肥施肥、畝たて、
マルチング  

心土破砕 有機物投入、耕うん

有機物投入
詳細と作業ポイント p.17へ

前
作
終
了

長期

有機物投入

短期間パターン
（約1.5か月）次作まで時間が

ない方向け！p.16へ

短期



国頭マージ
（サブソイラ）

島尻マージ
（プラソイラ）

ジャーガル
（プラソイラ）

https://youtu.be/pJ0mVtMkgKY
https://youtu.be/ePCA4qPSbjA
https://youtu.be/V7kYLHtYpY4

